
人口の少 覆い地方で地形調査 をする場合には,ふつ う土地の人 々との接触は少 をい ものであるが,

この国では必ず しもそ うい うわけにはいかない｡開拓が始め られてか ら150年 もた ゝ覆い間に, 港

岸か ら山の頂 きまで緑の牧野にかえ られ,私たちの調査範囲には土地所有を示す柵が至るところに張

りめぐらされているので,立入 り許可を求めるために,否応 なしに土地の人々との接触をはからをけ

ればならない｡海岸にそって 1OO-クタール以上の土地を所有 している農家 も少 なくないか ら, こ

ん なところで立入 りを拒否されたら.調査地域に大穴かあき,お手上げである｡色 々をいきさつはあ

って も,たいてい気持 よく立入 りを認めて くれたが ,私にとってはこれまでになく土地の人 々とふれ

あう機会の多い旅行になったO しかし,それを除けば.歩いていて出会 うのは羊か牛だけといっても

よい位であるか ら,まことにのんびりした旅を楽 しむことができる｡ さんさんたる陽光,美 しい緑の

牧野 ,のどかに葦をはむ家畜の群 ,そ しノて林にかこまれた豪壮な農家｡それは南海の楽園 とよぷにふ

さわしい風景である｡

しかし,所有地への立入 り交渉のさ中に,日本-の牛肉輸出問題や 日本漁船の近海操業 などが時と

して話題に在り,この国が直面している現実を考えさせ られることが少夜くなかった｡かっての母国

イギ リスの EC加盟以後.この国の貿易には大 きな変化が生 じ,その相手国として日本が浮び1:'て

きた｡訪問す るたびに激増 している日本製 自動車か らも知 られるように,対 日貿易は入超であり,

2OOカイ1)水域での漁業をテコに,日本に牛肉の職人を迫っている｡ 世界でもr高位にあった 1人当

り国民所得が昨今では相対的に下落の遠をたどっているのも.畜産品を輸出の柱 とし,工業製品の大

半を輸入に頼ってきた この国の宿命であろう｡ あくまで畜産国として止 まり南海の楽園を守るか,工

業化に よって低落する国の経済を維持す るか,今や国論は二つに分れているようである｡ しかし,人

nわずかに 30O万余のこの国では, 労働力 ･資本の不足,国内市場の狭さ在ど,工業化-の途 もさ

び しい｡ また.ポ1)ネシアか らの労働者の流入に よって,オークラン ドをどの都市社会にはすでに変

化があらわれ始めているという｡喧燥 と公害の国か ら訪れた私には,この南海の楽間を工業化の煙に

つ むゝことには忍びがたいものがある｡平均化 した高い生活水準を維持 してゆくためVC,この国が世界

経済の波の中で進路の選択に苦慮 している姿の一端を,今度の旅で窺い知ることがで きたO

平 等 と同 権 っ て ?

木 本 佳 子

現在の私のプロ7イルビ報告か ら｡婦人総合雑誌 (未婚の人向きの )の大番頭 ,いえ城代家老O作

る身も未婚｡ 4 7才｡ ガミガミうるさい会社勤めの 8 3才親父 と.自称現役 76才老母宅の居院(こ

れはイソーローと読むのデス )0

2 8年 3月に教室の一回生 として卒業 してか ら軍境だけは不変ですので,年令と仕事だけは,まあ

ベテランということに覆りましょう｡ 怠け者,心身虚弱,あたま半人前｡取 り碍一つ もなしの札つき

学年でしたから,先生がたはお荷物 としてど記憶で しょうし,級友がたはチームワークを乱す半端人

足だったとの印象をお持 ちだと思 うのです｡事実, くる日もくる日も教室とは無関係の速に熱中 し,
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白昼夢ばか り見て 4年を過ごしてしまいました｡お恥 し在がら教室で教えていただいた実知識は,何

一つ残っていない体たらくです｡

で も当人はそのことをあまり後悔 しておりません｡それは終わ りの覆い,私の勉強は,働 き始めた

目か ら始ったと信 じているか らです｡あたま半人前の身が 4年間に学んだことは, ｢社会に出たらと

にか くプロに覆ろう｣ということだけでした｡その考え方を学べたことが,学生時代のうれ しい収獲

でした｡

お若い皆さまには当 り前のことですが,私が社会に出た当時は ｢女も何かできるチャンスが得 られ

る｣は しりの時代でしたもの｡ 2 5年｡速当にさまざまなことがありました｡で も2 2才のとき立て

た方針は今 も変わってはおりません｡正直のところ仕事はかなりきついのです. 1日14時間は.書

いた り企画した りインタビューした り,大げさに申せば 24時間か ゝり切 りです.何が一番つ らいか

と聞かれたら, ｢眠いのに眠っては覆らない日が多すぎること｣ とお答えしちゃいましょうO

幸か不幸かオヨメにゆかをかったことも,この仕事の物理的条件のゆえ,と思 うことは簡単です｡

が,私は女の人につ きものの ｢結婚か仕事か｣｢仕事と結婚は両立するか｣という議論を実は好きで

はありません｡ 在ぜ 怒らこの二つは同じ平面にあるのではなく,全 く違 う次元の もの夜のに同風上に

のせて論争されているを,と思 うか らです. (家庭でときどき開 く ｢会社と私とどっちが大事 なの ?｣

との言い合いも,土台の違 う二つの大問題を一緒にして しまうか らこそ,生 まれて くるセ1)フのよう

夜気が します )0

男にこんを悩みはないのに,女にはこれが焦眉のこととして真剣に討論されなくてはなら覆いこと

自体,男女は平等ではないあか しではないかしら｡私はテレビや ラジオや,井戸端会議やで口にされ

る ｢男女平等論｣はデラシネ論争だと思 うのです｡

天皇さん も.大統領も,総理 も,タンカーの船長 も,マ7イ了やユニオン ･コルスのボスも男とな

れば,こりゃ地球は男のものじゃあないかしら.女には女らしい発想と行動があるものですが,その

分量を天秤にかけつつ動かねばならないとした ら もはや平等の座ぶとんに坐わることは無理とい

うものでしょう｡賞の違 う男と女という素材をどう味つけしてみても同じ味覚の料理にはなりますま

い ｡

ただし同権ではあると思 うのです｡何か志す ことは自由です｡志に向って積んでゆくことも可能で

す｡

若いど婦人がたを見ると ｢平等 ･同権｣と叫ぶのに,同権を ドブに捨てることの多きに胸が痛みま

す｡権利につ きものの義務と,ある意味での不自由を覚悟するのは当然です｡ して欲 しい,でも与え

た くない｡ これが大方のヤング .レディのように思えて在らないのです｡た くさんの男女をあずかっ

てみて痛感するのは,男のコは苛酸 を要求に耐えるが.女のコは.それが不可能に近い場合がある悲

しさです｡手加滅 こそ同じ権利を失わせる原因,とわかってはいても感情のもつれに発展しやすいの

です ものねえ｡

｢この点を除けば,この仕事は上等.ただし社会人としては及第だが 5年選手 としては物足り覆い

よ｣これが私の男へのはめ方原型｡ ｢とってもいいわ｡でもここをもう一度考えてみましょうね｡あ

なたはセンスがあるんです もの｣これが女-のはめ方原型｡
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まあるく収め.涙を流 させず.明F1-の希望を持 一)てもらわねば,と思 うとき私の心は千々に乱れ

るのですO 女の人がかわい く-【)て,廃がゆ く-つて.惜 しく一)で ･･-O (1回生 )

キ リス ト教主義学校に勤務 して

内 田 寿 子

卒業以来二十数年ぶ りに母校に帰 り,その教壇に立っているが.米国聖公会に よって明治十年創立

以来 百年を迎えた歴史ある母校に勤務 して.改めてキリス ト教 とは何か.キリス ト教々青とは何か,

この職場で自分は どうあるべきかなど考えさせ られている. 長い間宗教色の無い学校に勤務すること

が多かったから. ｢何故学ぶか｣ ｢何をよりどころとして数えるか｣という教育の動機づけ,掃神的

な教育珊念について真剣に考えないままに教師という職について来たと思 うO公立学校は別として.

私立学校托それぞれ他の学校と比べて ｢これが特色だ｣とい うものを掲げている. ｢個性尊重｣｢人

格練磨 Iなどは.生徒募集時のキャッチフレーズでは最 も多い ものだ し. ｢キリス ト教々育｣を中心

に置 く学校の数 も相当数にのぼるが.これ ら仕その学校内部にあって実際に事に当る教師にとっては

まことにむずか しいことである｡現在私自身キリスト教主義学校にあって,その何たるかを考える時,

自らの在 り方について多 くの疑問にふっか･,ている. もともと日本のキリス ト教学校の多 くは,国家

教育に対する戟いとして始まったのであり.人間の精神的教育は国家ではなく.キT)ス ト教の力で行

わねは なしブないということか ら学校を創立 したのだと思 う｡けれ ど現在のキ リス ト教主義学校は,

圧i-仰 と教育は別の ものであり.学校は伝道の場ではなく教育の場である｣とい う面が強まり.教会

か ら独立 し.キリス ト教の ｢信仰Jから次第にはなれてきているのではないだろうかO創立の精神.

キ リス ト教主義 ということが看板 となり.ミッションスクールだから特別 な教育をし.しつけが良 く,

貴が良いのだと自らもいい,他 もそれをそのまま受け入れ.更に多 くは幼稚園.′J､学校からの一貫教

育 も魅力となって.学校 も′巨徒 も教師 もその旗印の下に集っているのだと思 う. 実際キ リス ト教主義

学校の教師にノンクリスチャン仕多い し.又キリス ト者たらんとする熱意が無 くても普通校と同じに

勤めることができるし.建学の精神について も実感が無 く,ク リスチャンでないことについての反省

や疑問 も少ないか ら,私のような信仰の覆い者で も.自分の担当教科に対す る熱意 と,校務分掌をや

りとげていれば平穏な日々を送っていられるわけだ｡事実学院長が次のように話 されている｡ ｢学院

に就職希望す る方々の面接でも,キリス ト数々青について深 く質問する人は殆ん どない｣と｡昨夏軽

井沢で行なわれた修蕃キャンプで ICUの中川先生が ｢キリス ト教主義学校に職を奉ず る者はキT)ス

ト者であるべきだJと強 く述べ られたが.私に とって本当にショックであり,自分の在 り方-の反省■

を迫 られたのである｡ キリス トの福音をのべ伝えることが教会の存立理由なら,キ リス ト教主義学校

はそこから生 まれたのだか ら当然その教師はキリス ト教信仰に動機づけ られた教育者でなければなら

ないのだと思 う｡末信者の私がキリス ト教主義学校で どうあるべきか,信仰-の道を進めるだろうか,

進めなければどうすれば よいのか.又ノンクリスチャンであって も,キリス ト教学校に入学 した生徒

逮 - その多 くが これもノンク リスチャンなのだ- を教育指導できるのだろうか.新 しい年を迎え
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